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１. はじめに
　近年、複雑化した社会情勢による子育て環境の変
化に伴い、保育現場の重要性が増し、また保育者の
役割も多様化してきている。こうした保育に対する
ニーズの高まりが今日保育者を目指す学生にも、よ
り高度な専門性が要求されてきている。特に、音楽
表現技術の習得は保育者を目指す学生にとって、大
きな壁となっている。また卒業後の就職の選択にお
いても、特に幼稚園教諭を目指す場合、ピアノ演奏
の得意不得意によってその選択の意志決定が大きく
左右する現状がある。こうした社会的要請の中で、
保育者養成校は近年、音楽表現領域改善の努力が為
されてきている。それらは例えば音楽を通して保育
者を志す学生自身の表現能力の向上を目指した実
践・研究報告、或いは複数の楽器を使って得られる
表現効果に関する研究などである。
　しかし本来、子どもの表現力をどのように引き出
すかという視点こそが保育者にとって本来必要な資
質・能力なのではないか。そうした能力は子どもの
様子を捉える力と共に育まれていくものであり、こ
うした諸能力の総体が保育現場において、実質的に
役立つのではないかと考える。しかし先行の実践研
究などでは保育者養成校における音楽表現技術向上
に於いて、保育者の担い手となる学生自身の表現力
向上を目指した研究が多く、子どもの発達を重視し
た実証的な研究はあまり見られない。
　本論ではこうした現状に少しでも違った角度から
保育者養成校における音楽表現領域の実践の在り方
を探る為、子どもの育ちや発達を意識した音楽表現
領域の在り方を探る。また実習関連科目と連携を図
ることで、子どもを中心として構成される本学科カ
リキュラムとの関連性も探ってみたい。
REPORT OF RESEACH
MATSUYAMA SHINONOME JR.COL.Vol.46,2016 論文
音楽 ･表現領域から働きかける保育の資質の向上についてⅠ
− 子どもの発達に気づく為に実習と関連したクロスカリキュラム −
河内　奈穂・髙　　洋行
松山東雲短期大学
Improvement of childcare qualities associated with the music and expression field Ⅰ
− Cross curriculum for practice teaching in order to realize the child development −
Naho KOUCHI  and  Yohkoh  TAKAHASHI
Matsuyama Shinonome Junior College
Kuwabara, Matsuyama
(Received Jan. 8, 2016)
50
河内　奈穂・髙　　洋行
２．本論の目的と内容
　本論の目的は、保育者を養成する中で音楽表現技
術を習得させていくことの意味について、子どもの
発達を理解した取り組みを紹介すると共に、それが
実際の実習においてどのように学生が活用したかに
ついて、幼稚園教育実習科目内容との関連を検証す
るものである。
　また、教育基本法及び学校教育法等に記されてい
る、本来あるべき保育に沿った保育者養成の在り方
を再確認しながら、将来現場に赴く志を持った学生
に専門的な音楽技術の習得と子どもの発達の理解と
の関連性をどのように教授していくかについて、そ
の構造を明らかにする。
　具体的には音楽 ･表現系の授業実践を通して、保
育者を志す学生に、音楽表現技術の習得と共に「子
どもの遊びを通して多面的に育ちを見守る」視点に
気づくような実践についての検証を行う。本学科の
実習系の科目には長年、「子どもの発達の流れ」と「保
育における意図」を学習することが、受け継がれて
いる。これらは今日、本学科のカリキュラムポリシー
の元にもなっている。この共通テーマから、音楽 ･
表現系の授業が構成されている点と、実習指導系科
目がどのように関連し、学生の学びへと繋がってい
るのかについて、カリキュラム論の視点から検討し
たい。また、本論ではこうした取り組みについて、
単に実習系の科目と音楽表現領域の科目とが連携し
て１つの学習効果を指し示す為の一元的な試みでは
なく、専門領域が本来異なる科目が学際的に結びつ
くことの意味を理論的に明らかにすることにも、研
究の意義を求めている。こうした多角的な視点から
科目間の連携によって得られる学習効果をまずは理
論的に検討することとしたい。
３. 子どもを中心に見る保育者の専門性を
醸成することの重要性
　まず、本学科の実習系科目の共通のテーマである、
子どもの育ちを中心とした保育の根幹を担う「子ど
もの発達の流れ」と「保育における意図」について
概観する。
　近年、様々な保育形態が存在しているが、本学科
では、教育基本法第11条にも記載されている「幼
児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う
重要なものである」という視点に立ち、子どもの育
ちを考察の中心に置かなければならないという意志
を持って保育者養成を行っている。また、学校教育
法第23条５項には、「音楽、身体による表現、造形
等に親しむことを通じて、豊かな感性と表現力の芽
生えを養うこと」とある。こうしたことからも子ど
もをどう見るのか、そのきっかけを子どもの発達に
求め、それぞれの環境の作り方やかかわり方のプロ
セスを考える必要があると考えている１。
３−１：子どもの発達の流れを理解する
　子どもの発達を線で理解することは、まず子ども
の過去・現在・未来といった発達の流れを１つの線
として見ていくことで、保育者の中にその子どもの
様子が深く記憶の中に刻まれ、理解が深められてい
くことにその特徴がある。また単に子どもと寄り添
うだけでは見落としがちとなる、長期的な見通しを
立てていく保育者の専門性の構築にも役に立ってい
る。
　次にそれは単に保育者の専門性の向上だけに限ら
ず保護者支援にも繋がっていく点にもその特徴があ
る。本来、親の子育てに関する不安は、現在の姿に
だけ目を奪われ、以前の姿と比べたり、これからの
発達の見通しが持てないことに起因している。これ
は地域住民との繋がりの希薄化や核家族化が進んだ
ことにより、複数の目で子どもを見ることが出来な
くなった今日の家族構成も関連している。そうした
親に、現在の姿だけしか伝えられないのであれば、
不安は軽減されない。保育者はこうした発達の流れ
の中に現在の姿を位置づけ、それ以前の姿との違い
を説明し、さらには今後の見通しを伝えられなけれ
ばその役割を果たしていくことは難しいであろう。
そこで授業において、学生の実習経験を生かしなが
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ら、学生が子どもの発達を線で理解できるような試
みを続けている２。
　具体的には、実習系科目における事例講読の際、
その現場を目撃する前の子どもの様子であったり、
事例後の子どもとのやりとりを思い起こさせること
で近い過去・未来における子どもの姿に気づかせる
ような授業作りを行っている。
３−２：保育における意図を知る
　保育は長年、意図的な営みであると言われてき
た。これは単に子どもを遊ばせておけばよいのでは
なく、また大人からの一方的な解釈だけで子どもを
保育するものでもない事を指し示すものである。
　保育における意図とは、子どもの様子を注意深く
観察でき、育ちの違いによって関わりを変えること
の出来る保育者の願いを子どもと共に実現していく
営みを指す。
　何故なら保育目標には、概して「～ができる」の
ような到達目標ではなく、「～に興味をもつ」「～を
楽しむ」のような方向目標であることが多いからで
ある。これは、いわゆる「心情、意欲、態度」を重
視するものの類であることが分かる３。
　保育者の専門性には、子どもたちの生活や遊びを
観察して個別に育っているものを確認していく資質
が要求される。従って単に保育中の姿だけを見てい
たのでは保育にはなり得ない。そこで必要になるの
が前述した子どもの発達の流れの理解である。例え
ば、かかわる子どもの過去を振り返ることで、その
子どもが現在抱えている悩みのきっかけを知ること
が出来、またなぜ現在の状態を招いたのかを論理的
に説明できる情報を得ることも出来る。また未来を
見据えることで、現在の子どもの状態を改善し、良
き方向に導く道しるべを見出すことが出来る。これ
を具体的な保育内容に置き換えることで保育の意図
が徐々に保育者の中に形成されていくのである。
４. 共通テーマを元にした幼稚園教育実習
及び教職実践演習のカリキュラム
　こうした２つのテーマをもとに実践されている実
習系科目は以下の３つである。まず、教育実習Ⅰは、
１年次通年科目として位置づけられ、３日間の観察
実習を含んだ授業となっている。
　次に教育実習Ⅱは教育実習Ⅰの単位を取得した２
年次の学生が履修できる科目であり、５月と10月
の10日間ずつの実習を含んだ授業である。最後に
教職実践演習は２年次後学期に設けられ、資格取得
の集大成として総合的な見地から実践的な保育につ
いての知識を得る科目となっている。
　以下では、この３つの科目についての到達目標を
示しながら、２つの共通テーマとの関連を探る。
４−１：教育実習Ⅰ・Ⅱのカリキュラム
（1）教育実習Ⅰ
　教育実習Ⅰは保育科１年生を対象に、５月から９
月にかけて、各自３日間の観察実習を附属幼稚園で
行い、その際、日誌に書かれたエピソード記録につ
いて別紙に写したものを１年間かけて読み込んでい
く通年科目となっている。
◆教育実習Ⅰにおける到達目標
目標：実習生の記録から、自分の視点、保育者
の視点の違いを明らかにしながら、実習生の視
点を保育者の視点に近づけていく（視野を広げ
る）ことをテーマに、複数の視点や見解がある
事に気づかせる。
　上記の目標以外に教育実習Ⅰでは、前述した学生
の学びを支える第１の支点である、学生の保育者に
対する心情や意欲を大切にすることに重点を置いて
いる。実習上で注意しなければならない事項は入念
に指導するが、概して学生が保育者になる上で子ど
もが好きで、関わる仕事も好きでいられるよう配慮
している。
52
河内　奈穂・髙　　洋行
（2）教育実習Ⅱ
　教育実習Ⅱでは、本学科２年生を対象として、５
月と10月の２回に分けて10日間ずつ実習を行って
いる。その中で、「園の方針や流れ」を把握すると
共に「５月と10月での子どもの育ち」の違いを実
感しながら、子どもの発達・成長に合わせた計画の
作り方やかかわり方を学ぶよう指導している。
◆教育実習Ⅱにおける到達目標
・ 実習先の園の方針を調べ、実習に行くための　　　
　準備全般を指導していく基礎的な授業形態に
　加えて、教育実習Ⅰで学んだ子どもを見る多
　角的な視点をもとに「子どもの発達の流れ」、
　「保育における意図」を考えられる意識付け
　を５月の実習前後で行っていく。
・10月の実習前後では、５月と10月における子
　どもの育ちの違いを認識させ、育ちの継続性
　を連想させながら、保育計画や子どもへのか
　かわり方を対象児の発達を意識しながら考え
　させる。
　10月の実習終了後は、「責任実習」「記録の意味」
等、実習に関連したテーマを設定し、実習先が違う
グループを１クラス10班ほど作り、各テーマにつ
いて、ディスカッションとプレゼンテーションを行
う演習の授業を展開している。
◆ディスカッションにおける到達目標
目標①：実習での気づきや学びを他の園に実習
に行った仲間と話し合うことにより、実習での
気づきなどを再確認し、学びの場を設ける。
（自分の保育を客観的に見る視点の構築を目指
す）
目標②：話し合いを通して学んだことを各自の
ノートに書き写しながら学んでいく過程に他者
との協働や、コミュニケーション能力向上を目
的としている。
　こうした２つの実習を通して得た経験を、実習後
の振り返りを通して、発達を線で見る視点と保育に
対する意図の構築が可能となるようなカリキュラム
を構成している。
４−２：教職実践演習のカリキュラム
　教職実践演習は、その科目的役割から、保育者養
成校が自らの養成する保育者像や到達目標等に照ら
して学生の学びを最終的に確認する特色を帯びてお
り、いわば「学びの軌跡の集大成」として位置付け
られている。そこで本演習は実習科目系の共通テー
マをもとに、「家庭との連携」「保育者のチームワー
ク」「子どもの遊び」「履修カルテに見る幼稚園教諭
になるための課題とは」「保育者に求められるもの」
等、保育者になる上で、課題となるテーマを設定し、
教育実習Ⅱ同様、グループディスカッションとプレ
ゼンテーションを行っている。また幼稚園教諭免許
状取得のために履修してきた科目・演習の内容を改
めて見直すことで自己評価の振り返りも同時に行っ
ている。
◆教職実践演習における到達目標
　この演習も教育実習Ⅱでのディスカッションと
同じ効果が得られる他、幼稚園教諭免許状取得の
ための履修カルテを見直すことによって、次の到
達目標を掲げている。
・保育者を志してきた自己を客観的にみること　
　で、自己に対する視野の広がりを持たせる。
　
　教職実践演習のディスカッションのテーマは
教育実習Ⅱのそれと比べ、より実践に近いテー
マを選択している。これは教育実習だけではな
く、本学保育科において学んだ知識と実習に於
いて経験した実践とを統合し、より現場に近い
形で「子どもの発達の流れ」、「保育における意
図」を意識できるように工夫している。
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５. クロスカリキュラムを可能にする
実践と理論
　本章は、これまでに解説を施してきた「子どもの
発達の流れ」と「保育における意図」を元に実践し
ている音楽表現領域との連携を可能にしている要因
について探る。
　本来、教科ごとの連携には、それを可能にする幾
つかの要素が存在する。それらについてまずは本学
科における実践例を元に解説し、次に教科横断を可
能にする学際性の理論について検討する。
５−１：カリキュラムポリシーを構成する３要素
　本学科のカリキュラムポリシーは、「１）子ども
の成長にかかわる人間としての自覚を持ち、自らを
磨き人格を高め、そして自分で考え判断する主体性
を培わせる、２）保育実践の拠り所となる基本的な
教育観や保育観、子ども観を確立させる、３）子ど
もの健全な成長や幸せな生活を援助するための知識
や技能、方法を総合的に理解・習得させる」である。
本学保育科では上記カリキュラムポリシーを元に全
ての授業が運営されているが、こうしたカリキュ
ラムポリシーを各教科に展開していく上で、必要な
クロスカリキュラムを可能にしている取り組みがあ
る。以下の３点を中心に述べていくことにする。
１）養成校の使命を元にした保育共同体の形成
　まず本学保育科では単にこれからの子ども達を育
成していく為に必要な保育者としての資質を育むだ
けではなく、「保育現場を考慮した保育実践全体を
改善していくこと」を保育者養成校としての目的と
定めている。また内部の保育者養成カリキュラムの
編成や、学生に対して保育の現場で必要とされてい
る資質を育むだけではなく、実習生や卒業した学生
がそれぞれの保育現場において円滑に保育が出来る
よう、本学保育科と現場の保育者との連携を深める
ための勉強会や実践講座を行っている。
　これは単なる保育に関する有資格者を毎年養成す
るだけではなく、社会的要請から求められる子ども
像に答える保育の質を保障するとともに、その理念
を保育実践の改善に置きながら現場の保育者ともそ
の意識を共有することで養成校と保育現場を中心と
した保育に関する共通意識を持つ共同体の形成を目
指している。
２）学生の学びを支える３つの支点
　次にこうした保育共同体形成の根幹には保育科内
部に学生の学びを支えるための３つの支点がある。
それはまず、第１に「学生の保育者に対する心情・
意欲を大切にすること」である。本来子どもが好き
なだけでは保育はできないにしても、好きでなけれ
ば保育者を目指すことは難しい。こうした意識と気
持ちの双方が困難を乗り越えさせ、努力を続けさせ
ると考える。何故なら保育を好きであり続けさせる
気持ちを萎えさせるような実習であっては何のため
の養成なのか意味がなくなるからである４。
　第２は、実習担当者は勿論のこと、「保育科の全
教職員が可能な限り、保育実践に興味をもってかか
わるようにすること」である。というのも、学生は
具体的な実践や子どもの姿には興味を示すが、抽象
的な話には退屈さを感じやすい傾向にある。した
がって教員が実践的な話や具体的な子どもの話がで
きなければ、学生に説得力のある授業を展開するこ
とが困難になり、また学生の疑問に応え、子どもの
姿や保育者の役割について理解してもらうことも難
しくなる。このように教員自身が保育実践へのかか
わりを持つことで、学生は養成校での授業と保育現
場をそれぞれ理論と実践とに分けて考える事が可能
となる５。
　学生の学びを支える第３の支点は、上記第２の支点
でも述べた様に、現場とのギャップを解消するために
「保育現場との連携を図ること」にある。養成校と保
育現場との関係ができていれば、それだけ学生の実
習は好意的に受け入れられることが多くなる。また実
習園が養成校に対して好意的であれば、学生も自分
の長所を発揮しやすくなることは容易に考えられる６。
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　またこの視点は、学生の就職にも繋がる。つまり
学生の評判が他の園にも広まることによって、本学
保育科の学生を直に指名してくる幼稚園や保育園が
現れ、現在も少しずつではあるが増加傾向にある。
本学のように県内の各地から入学し、卒業後はまた
地域に戻っていく現状を考えると地域の保育現場と
の連携は必要不可欠と言ってもよいであろう。
３）養成校としての理念を中心に広がる協働
　こうした３つの支点を元に本学保育科では、主に
実習関連科目を中心とした独自のカリキュラムを編
成している。まず有資格者を輩出するための授業構
成及び専門教員の配置という単純な構造から脱却
し、実習系の授業を中心に複数教科・複数担任制の
導入を実施している。
　具体的にはまず実習関連科目である「保育実習」
や「教育実習」を毎週の授業時間割の中に組み込
み、毎週、事例講読等を通して、実習のことを意識
させながら現場感覚を常に維持できるよう、努めて
いる。また１つの教科を複数の教員が担当する意味
として、例えば保育内容・表現という授業では美術
の専門教員と音楽の専門教員がそれぞれ半分ずつの
授業回数を担当しているが、これは単にそれぞれの
専門分野を教えるのではなく、専門分野を通した保
育を教える必要性が出てくる。つまり音楽や美術と
いった人間が作り上げた既存の文化を通して子ども
の発達を見て教える必要があるのだ。
　こうした教授法の視点は個々の教員の専門分野か
らの努力だけでは十分に成しえることは難しい。
　そこで本学附属幼稚園の保育者、子育て支援の支
援員、本学科教員、そして外部保育者を含めた勉強
会を行うことを通して保育に関する共通理解を設け
る機会を作っている。この勉強会は毎回テーマを変
えて行われているが、一貫して共通している理念が
ある。それは、「子どもの遊びを通して多面的に育
ちを見守るこれからの保育者の在り方」である。
　こうした理念を元に現場の保育者から様々なアド
バイスや意見交換を行うことを重ねていくことで、
個々の専門性からどのように保育にアプローチする
べきかが見えてくるきっかけを与えている。
　こうした養成校内外を通して連携することで実習
系の授業では、「子どもの発達の流れ」、「保育にお
ける意図」をテーマとして、保育者を目指す学生の
持つ子どもに対する見方を広げる実践が可能となる
のである。
５ー２：クロスカリキュラムの理論：複領域性と相
　　　　互領域性について
　本学保育科におけるこうした教科間の連携や教員
間の共通意識の共有などには、学際性の理論が存在
している。それには以下に述べる２つの学際的理念
が存在している。
　まず第１は、複領域性 pluridisciplinarité と呼ば
れるものである。これは複数の学問領域によって1
つの目的に貢献する役割を有するものである。しか
しそれら複数の学問領域は個々に独立しており、相
互作用を行わない性質を持つとされている７。この
複領域性こそが本学保育科におけるカリキュラムポ
リシーを元にした各授業内容や構成を形作る基礎を
為している側面と類似している。
　そして第２は相互領域性 interdisciplinarité と呼
ばれるもので、これは複数の学問領域間での相互作
用を促し、それぞれの領域間で繋がりを形成する特
徴を有している８。これが新たな知を共有する性質
を持つとされている。これが複数の教科間で連携す
ることによって、第一の学際性とはまた違った視点
から知識の創造と共有を可能にしている。またこ
れについては本学保育科の実習系科目に於いて共通
テーマとしている「子どもの発達の流れ」と「保育
における意図」という視点が誕生し、現在も共有し
ている事の事実を表すものであるいえよう。
　また、これだけではなく、フランスの NATHAN
社が出版している教育百科事典によると、これまで
論じてきた複数教科が密接に関連し合うテーマ別
学習の側面を有する機能を、求心的学際性 pluri ou 
interdisciplinarité centripète と称されている。それ
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以外に教育における学際性の理念には、生徒の学習
意欲を促進する心理的な教授学的側面を有する遠心
的学際性 pluri ou interdisciplinarité centrifuge９と
いうものがある。これは、本学保育科に於いてカリ
キュラムポリシーを中心に広がる教員間の協働にあ
るような努力を続けることが学び手の学習意欲向上
にも繋がる可能性を帯びていることを示している。
　次章ではこうした本学での取り組みの元に実践さ
れている音楽表現領域のカリキュラムについて概観
する。
６．保育表現技術領域におけるカリキュラム
６−１：音楽Ⅰ・Ⅱのカリキュラム
◆音楽Ⅰ
　本学保育科での保育表現技術領域では、保育現場
で音を活用する際、「子どものために」どのように
するべきか考えることを基礎としている。子どもの
心情にあわせて選曲し、その活動を通した、保育の
意図を考え、子どもの気持ちに共感する大切さにつ
いて考える時間を与えている。
◆音楽Ⅰでの学びを通した到達目標
　
　
　
音楽Ⅰでは、上記に示した保育的要素を踏まえて音
楽活動を実践する為、まずは基本的な技術を習得す
るカリキュラム構成となっている。
　まず１年次では、①楽譜を正確にみる読譜力と
②歌唱力の習得がある。これは単に正しい音程で
歌えるだけではなく、コードネームを使って演奏す
る技術を学んだ上で、最終的に両手で弾き歌いがで
きるまでの目標が込められている。次に③楽譜を見
ることなく、演奏できる技術習得を目指している。
これは実習中の保育現場において、子どもたちの様
子を見ながらピアノ伴奏が出来るようにする為であ
る。また多くの童謡や作品を知る事も目標としてい
る。こうした目標を掲げることによって、単にレパー
トリーを増やすことに繋がるだけではなく、音楽そ
のものに興味を持ち、楽しいと感じてもらえるよう
な工夫を施しているのである。
　本来、保育現場での音楽活動は必ず人前で実践す
るものである。その為、④の目標にあるように授業
や試験において他の学生の前で演奏する事を多く取
り入れている。またこうした取り組みには人前で活
動する際、緊張した状態の自分自身を受け止めなが
ら、子どもたちと楽しく活動するために、各自どの
ような心構えや改善が必要かという点について、学
生自身が考え、気づいていく様な配慮も行っている。
◆保育表現技術に関するオリジナル教材の構成と用途
　音楽Ⅰの教材では、ピアノ演奏に必要な演奏技術
が全て習得できるよう構成されている。音楽Ⅱの教
材では有名なクラシック作品より、現場での音楽活
動にも使用できる曲を各時代別、及び演奏技術レベ
ル（初級・中級・上級）で編集し、巻末には、子ど
もに人気の作品や連弾曲が盛り込まれている。
　教材「弾き歌い春夏編」では、生活の曲５曲と春
夏の季節が感じられる曲を主に選曲し、秋冬編では
春夏と同じく、秋冬の季節を感じられる選曲を施
し、季節ごとの行事もより楽しめるような作品集と
して、教材を作成している。本学は、ピアノの経験
の有無にかかわらず、全員音楽Ⅰからはじめている。
これには各学生の読譜力・演奏技術・音楽性などの
レベルを把握するために、教材順番に沿ってレッス
ンにもっていくよう指導している背景がある。また、
教材冒頭には「かえるの合唱」「きらきら星」「こぎ
つね」「幸せなら手をたたこう」など有名な作品を
掲載している。これは保育者を目指す学生全員がピ
アノの得意、不得意にかかわらず演奏できるように
なってほしいという願いが込められている。
◆ピアノレッスンの構成について
　１年次では、基本的な演奏技術を習得し、演奏レ
①音楽理論の基礎知識と読譜力の涵養
②歌唱力の基本的な技術の習得
③ピアノ演奏技術の基本習得及び表現力を養う
④③のピアノ演奏技術を基礎とし、保育現場で
　活用できる曲を中心に演奏技術を養う。
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パートリーを増やす事を第１の目標としている。こ
れは演奏レパートリーを増やすことで、様々な音楽
活動が展開できるようにするための意図が込められ
ている。ピアノ経験がない学生に対しては、まずピ
アノが弾けるようになった喜びを感じ、やればでき
るという自信に繋げて２年間ピアノを楽しみながら
努力できる指導方法を目指している。ピアノの講師
によって各作品の指導法には多様性を持たせている
が、ある程度両手で弾ける学生には弾き歌いのレッ
スンも両立して取り組めるような配慮も行ってい
る。しかし、まずピアノソロで演奏できなければ、
歌とピアノを同時に演奏する弾き歌いは難しい為、
音楽Ⅰがある程度すすんだ学生を中心に、弾き歌い
のレッスンを取り入れるようにしている。
◆ピアノのクラス編成と学生の意欲継続への配慮
　ピアノのクラスは１年の前学期のみ、学籍番号順
に決められているが、後学期からは教材の進捗状況
や実技試験の演奏曲目10と評価が同じ学生同士でク
ラスを編成している。
　これは、ピアノのレベルが近い同士で刺激を受け
合う環境を作り出す一方で、ピアノの経験が少ない
学生が自信を喪失しないように配慮している為であ
る。
　音楽Ⅰでは学生に「音楽は楽しい」と感じてもら
えることを主目標としている。これは学生自身が楽
しいと感じなければ、その楽しさを子どもへ伝えら
れないからである。また、楽しくなければ普段の授
業はもちろんの事、ピアノの練習や歌・試験勉強に
対しても興味が持てず、意欲的に取り組むことは
難しい。そこで実習において、音の楽しさを経験し
た学生や保育現場に就職した卒業生の話を伝えてい
る。いずれにしても、保育者を志す第一歩となる１
年次においては、「現場での音楽活動は楽しい」と
いう事を伝えられるよう努力している。
◆音楽Ⅱ
　音楽Ⅱでは下記に示すとおり、音楽Ⅰで学んでき
た基本的知識や技術を活かし、保育現場で求められ
る技術習得を目指している。
◆音楽Ⅱでの学びを通した到達目標
　
　保育現場では、季節や行事にあわせて決まった曲
を音楽活動に取り入れているところが多い。子ども
の興味・関心は日々変化するため、その時々にあっ
た作品を通して子どもの気持ちに共感し、イメージ
を共有すること考えると、日頃実践していない曲目
も初見で演奏する力が必要である。そのため、授業
ではコールユーブンゲン11にて正確な音程を身につ
ける事を目的とする以外にも、音楽Ⅱでは初見唱を
取り入れ、更なる読譜力の向上を目指している。ま
た各作品の特徴やその作品を通して子どもに対して
何を伝えたいか、感じてもらいたいかを一緒に考え
ながら、範唱力の育成に繋げている。
　保育現場での活動を考えると、ピアノ演奏は必ず
子どもと一緒に何かを行う時に演奏されるものであ
る。歌唱、合奏、リトミック、演劇での音楽など、
ピアノでソロ演奏をする機会はほとんどない。その
ことから、自分の演奏に集中するだけではなく、子
どもの演奏や動きにあわせて演奏（伴奏）する力が
必要となる。その為、授業では、リズム合奏やグルー
プごとの合奏発表を取り入れている。
　また、年齢に則した選曲や、同じ作品でも個々に
応じた活動方法も授業で考える時間を設けている。
子どもは、できることが「楽しい」に繋がり、「楽しい」
ことが様々な事に興味を持たせ、各活動を継続する
事にも繋がると考える。その為、「楽しい」と感じ
る活動を考える時に、子どもの発達を捉えた上での
内容を設定しなければならない。各年齢に応じた音
①１年次の学習を元に正確に歌う力を養い、初見
　唱や範唱力の育成を目指す。
②アンサンブル活動を通し、お互いの音を聴きな
　がら演奏する力を養う。
③幼児と楽しめる音楽活動を模索し、子どもの発　
　達段階に応じた指導ができるようになる。
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域12で構成されている作品、またその作品の内容が
理解できる曲目であるかなど考える時間を設け、実
習での活動に活かせられるよう努めている。
◆レッスン構成と教材の内容について
　ピアノの個人レッスン構成については、専任教員
が１年次と同じく、教材の進捗状況や実技試験の演
奏曲目と評価が同じ学生同士、１グループ２・３名
ずつ振り分けている。２年次になると、ピアノが得
意な学生と不得意な学生の進捗状況に大きな差がみ
られる。その為、実技試験前には専任教員がピアノ
非常勤講師から各担当学生の進捗状況を把握し、授
業時間外に個人指導を実施している。「音楽Ⅱ」は、
時代別（バロック・古典派・ロマン派・近現代）と
連弾を含めた３つのレベルのクラシック作品を選曲
し、計35曲の作品集となっている。ピアノ演奏の
魅力が理解できる本格的なクラシック作品と保育現
場で使用できる実用的な作品を集めた教材となって
いる。
◆ピアノのクラス編成と学生の意欲継続への配慮
　クラス編成と学生の意欲継続のための配慮につい
ては１年次と同様である。音楽Ⅱでは、現場へ就職
した時にも困らないよう、難しい作品であっても独
自で楽譜を読み、演奏する力を身につけて欲しいと
いう想いから、難しいクラシック作品を取り入れて
おり、12曲合格することを目標に取り組んでいる。
また本格的な作品を演奏することによってピアノに
対する興味・関心を高めてもらいたいと考えている。
◆保育表現技術系科目を実習に繋げる配慮
　保育表現技術科目では、「歌を歌う」、「楽器を演
奏する」だけの活動を考えるのではなく、普段の保
育から広い視野を持って子どもたちと活動できるよ
う指導している。
　例えば、まずその活動の前後に選曲や年齢を考慮
した取り組みを考えさせている。次にその後の活動
にどう繋げていくかという保育の流れを伝えてい
る。こうした一連の保育活動について、単に保育内
容・表現の授業内だけにとらわれず、学生自身が実
習系科目において学ぶ内容と繋げられる配慮を行っ
ている。
　具体的には、１年次の観察実習や保育実習等で音
楽活動を経験する学生もいる為、まず各自が実習を
振り返り、遊びから音楽活動に繋げるアレンジ方法
を考えさせている。次にその音楽活動から別の活動
へと繋げる方法については、季節やクラス編成に合
わせた形で、子ども達が楽しいと感じることが出来
るような配慮を考えさせている。　
　特に実習前には、季節や各園のイベントにて活用
できる作品（歌あそび等）を授業に取り入れ、音の
動きや歌詞の内容、曲の展開、メッセージ性につい
て触れている。また、言葉に限らず「音」をとおし
てコミュニケーションをとる大切さも伝えている。
６−２：保育内容表現における音楽領域のカリキュ
　　　　ラム
◆主な授業内容と到達目標
　保育内容・表現における音楽領域において、大切
にしていることは、まず子どもが感じたことや考え
ていることを自由に表現できる環境を整えることだ
と考えている。そのためには、学生自身が感受性を
高め、表現力を養う必要がある。従って、感じたま
ま表現する楽しさや、他者が自己表現したものを
受け止める大切さを伝える為、授業では音楽遊びや
ゲームなど実践活動を中心に行い、学生が子どもの
表現や想いに共感できるよう、配慮している。
　保育中に楽器を導入する際、まず子どもが楽器に
①感じたこと、考えたことを自由に音や動きで表
　現する。
②音楽に親しみ、歌を歌ったり簡単なリズム楽器
　を使用する楽しさを味わう。
③子どもが身体・声・楽器を使って自己表現した
　ものを受け止め、年齢に応じた活動方法を考える。
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対して興味・関心を持ち、親しむ事が大切であり、
またその後の活動にも影響するものである。従って、
表現の授業では保育者がどのように楽器を提供する
のかについても年齢に応じた方法を探っている。
　年齢によって表現方法が違うため、活動内容も工
夫しなければならない。０歳から６歳までの音につ
いての認識の違いや身体的な発達の流れについても
授業では触れている。例えば各年齢の発達を捉えた
上で、「できるようになる」事が「楽しい」「感じ
る」に繋がる事を意識した活動内容13を共に考えて
いる。また、成果を求める活動ではなく、活動その
ものの過程を子どもが楽しめる内容にすることも大
切である。
　様々な活動を通して、子どもから表出された自由
な表現を保育者が受け止めることで、子どもの表現
力がさらに豊かになることを学んで欲しいと感じて
いる。そして言葉では伝えられない感情を音で表現
する子どもの気持ちを見逃さないよう、普段から子
どもの変化に気づくことの大切さも伝えている。
◆子どもの発達を意識した取り組み
　保育内容・表現においては、まず音楽表現におけ
る、子どもの発達の違いに関する参考資料14をもと
に説明し、年齢に応じた活動のねらいと活動内容を
考える大切さを伝えている。各活動を通して子ども
に何を伝えたいか、何を感じて欲しいか、保育者と
して子どもにはどのような影響を期待しているか
等、学生自身が考えていく力を高める努力を行って
いる。また、子ども主体の楽しい活動が展開できる
方法等を考える機会も提供している。さらに毎週の
課題として「1. 曲名、2. ねらい、3. 活動内容、4. 環
境構成、5. 保育者の意図・援助・指導方法、6. 実
践してみての感想」の項目にそって、指導方法や自
分の考えをまとめ、毎回レポート提出を行っている。
　これらは音楽的な要素に限らず、園での共同生活
に欠かせない育ちや気づきなども含まれる。例えば
それらは「音楽やリズムに合わせて自由な自己表現
を楽しむ」、「言葉あそびに親しむ」、「歌を通して
〇〇（挨拶・人との交流など）の大切さを知る」、「保
育者や保護者など様々な人との交流を楽しむ＝コ
ミュニケーションを楽しむ」、「音楽に合わせて身体
の部位名を知る」、「自分の気持ちを伝える」、「子ど
も同士で話し合いができるようになる」、「楽器に親
しむ」等、多岐にわたる。
　本来、全ての活動において楽しいものにすること
は大切であるが、保育者として「子どもの何を育て
ていきたいか」や「各活動を通した子どもへのメッ
セージ」を考え、指導方法や子どもとのかかわりを
工夫できる「保育における意図」を育むことも大切
である。
　こうした表現系の授業において子どもの発達を意
識した取り組みを繰り返すことによって、学び手で
ある学生の中に子どもと共感する喜びや保育の意図
が醸成されていくと考える。以下ではより具体的な
実践を踏まえた取り組みを通して「音」を意識させ
る取り組みについて述べる。
◆子どもに音を意識させる取り組み
　まず、「音を意識させるためにはどうすべきか」「音
に親しむ方法」「自由な表現とは何か」を大きなテー
マとして、保育現場での活動を念頭に指導している。
本来、子どもの表現を引き出す活動は歌唱や合奏だ
けがそれに当てはまるものではない。
　それよりも音にあふれている日常生活の中で、音
に気づく面白さやそのための環境作りの大切さを伝
えている。音に対して興味・関心が持てるようにな
れば、各年齢に合わせた音の楽しみ方があり、また
１つの音楽あそびから他の活動へ発展できる可能性
も深まるため、学生には実践を通して、感じた事や
考えた事をまとめてもらうようにしている。
　その中で、歌えない年齢から音に触れる事の大切
さを伝えている。つまり「音＝楽器」ではなく、乳
児にとっては、声も言葉も日常あふれている音全て
を「音」として捉えている。「音」の捉え方を変え、
何気ない子どもの表現を受け止める事が、その後の
子どもの表現力を豊かにさせることへと繋がってい
59
音楽 ･ 表現領域から働きかける保育の資質の向上についてⅠ
くと考えている。従って「音」に対して反応があっ
た場合、応じる、もしくは共感する事で子どもは自
分の想いを表現する喜びを感じ、子どもの情緒の安
定に繋がるのである。こうした音に対する捉え方は、
保育者のかかわり方次第で、子どもの表現力とその
捉え方が変わっていくと考える。
　同様に、音楽活動も「あそび」から入っていかな
ければ子どもが興味を持つものとはならない。従っ
て日々の子ども達の遊びから如何に音楽活動へと繋
げていくかという方法を学生と共に考える授業を実
践している。
　例えば合奏する前に、楽器に対して興味・関心を
促すため、①自由に楽器をならして遊ぶ。（＝楽器
に親しむ）②楽器あてゲーム（＝楽器の名前を知る）
③音（人・動物）さがしゲーム（＝音に興味をもち、
音の違いや面白さを知る）④宝さがしゲーム（＝音
の強弱をつける面白さを知る）や、絵本やペープサー
トなどを子どもに見せる際に音を取り入れて、子ど
ものイメージを高め、より物語の世界に入ってもら
えるような方法を考えるなど、音楽以外の活動との
関連性も探っている。
◆期末に行われるペープサートの発表
　保育内容表現の授業では、学期末に本学附属幼稚
園の園児の前でペープサート発表を毎年実施してい
る。これは学生の技術向上や他者との協同経験から
得られる達成感を共有することを目的としている
が、一方で各作品の魅力を園児へ伝えるにはどのよ
うな点を工夫すべきか考え、物語の全体的な流れを
把握した上での作品制作や音作りについての指導が
為されている。
　また演技中、園児から生の声を聞くことで、子ど
もが学生の演出をどのように感じ、その感情をどの
ような言葉や身体で表現しているか直接知る事がで
きるのである。またこの発表を通して制作と演技が
学生たちの自己満足で終わらないよう、実際に園児
の前で実践する事で、子どもが楽しむための方法を
図工と音楽の両面から探っているのである。
　
７. まとめ
　本論の目的は、音楽 ･表現領域から働きかける保
育の資質の向上について、その関連性を実習系の科
目群を統括しているテーマ「子どもの発達の流れ」、
「保育における意図」から、その科目意義を構築し
ている幼稚園教育実習との関連から探るものであっ
た。また関連科目との連携を可能にする本学科にお
いて実践している諸要素を学際性によって理論づけ
た。
　そうした土台の元に本学科における音楽・表現領
域が位置づけられ、またその内容に関しても、単な
る音楽技術の習得に限らず、将来保育者として必要
な子どもと音を楽しむ資質の育成がその教育カリ
キュラムより明らかになった。そこには基礎技術の
修練が積み重ねられていく過程の中に、子どもと共
感する為の客観性が育まれ、また同時に音を楽しむ
という肯定的な意識の形成と共に子どもの発達を意
識する姿勢が生じていることが伺えた。
　また楽しむだけではなく、音を使って「子どもの
何を育てていきたいか」や、「活動を通して送る子
ども達へのメッセージ（保育の意図）」を如何に形
作っていくかという取り組みについても、実際の音
遊びの事例を用いて考察させるなどの実践が明らか
になった。
　こうした養成校での取り組みは、子どもが園にお
いて、自分の時間やリズムを使って自由に物事に取
り組める環境や仲間を作っていくことに貢献するだ
けではなく、保育者側にも、子どもを深く読み取り、
かかわることが出来る保育の専門性をも鍛錬できる
ものであると考える。
　本論は、こうした音楽表現領域における保育の資
質を追求する研究として、実践分析が為されていな
い以上、依然として序の部分を脱し切れていない。
今後は、音楽表現領域、及び教職実践演習等で学生
に課した課題を分析し、実習中に体験したピアノ演
奏や音遊びの経験を元に、本学科が目指す保育者の
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資質の向上がどのように学生に影響しているかにつ
いての検証を続けていきたい。
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